
オムロンヘルスケアオムロンヘルスケア

最近の企業健康管理サービスにつきまして

～弊社事例より

2014年10月

オムロンヘルスケア㈱ 会社概要

設 立 年 月 日 2003年7月1日

本 社 所 在 地 京都府向日市

資 本 金 50億円資 本 億

売 上 高 892億円 （2014年3月期連結）

従 業 員 数 4 402人 （国内830人 / 海外3 572人 ： 2013年3月末現在）従 業 員 数 4,402人 （国内830人 / 海外3,572人 ： 2013年3月末現在）

研 究 開 発 拠 点 2拠点 （日本:京都府 / 中国:大連市）

生 産 拠 点 3拠点 （日本:三重県 / 中国:大連市 / ベトナム:ビンズン省）

国 内 営 業 拠 点 8拠点 （札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、松山、福岡）

海 外 営 業 拠 点
( 法 人 )

15拠点 （米国、メキシコ、ブラジル、オランダ、ドイツ、イギリス、フランス、
シンガポール、インド、タイ、インドネシア、バングラデシュ、中国、
台湾、韓国）
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【参考資料①】 オムロン㈱ 会社概要

会 社 名 オムロン株式会社会 社 名 オムロン株式会社
*1990年に立石電機株式会社から社名変更

創 業 1933年 5月10日創 業 1933年 5月10日

本 社 所 在 地 京都府京都市本 社 所 在 地 京都府京都市

売 上 高 7,729億円 （2014年3月期連結）

資 本 金 641億円 （2014年 3月末現在）

従 業 数従 業 員 数 36, 842名 （2014年 3月末現在）
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【参考資料②】 オムロンの売上高構成比率

その他 制御機器事業

11%

その他 制御機器事業

38%

12%健康機器事業 電子部品事業

11%

38%
13年度連結売上高

7,729億円

16%

社会システム事業

車載電子部品事業

13%
社会システム事業
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血圧計販売台数の推移

２００９年９月に、累計販売台数1億台達成（13年度約1億5千万台）

1億台

5千台
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1973年 2003年 2009年 2013年（年度）

１．健康機器の進化１．健康機器の進化
について
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代表的な健康機器と測定項目

カテゴリー 一般的項目 独自項目

血圧計 収縮期血圧、拡張期血圧、脈拍 不規則脈波、測定ミス（体動）、
数 室温、早朝高血圧

体重体組成計 体重、BMI、体脂肪率
骨格筋率、基礎代謝

内臓脂肪レベル、体年齢、
骨格筋率、MYダイエット判定

活動量計・歩数計
歩行姿勢計

歩数、距離、活動量（EX,Cal）、
脂肪燃焼量

階段上がり歩数、早歩き歩数、
エクササイズ歩数、歩行姿勢

脈拍計 脈拍数 カロリ 距離 ペ ス脈拍計 脈拍数、カロリー、距離、ペース

睡眠計、
ねむり時間計

睡眠時間 眠りインジケーター

機器単独で演算・表示可能な項目が多いが、携帯アプリ（含むクラウドサービス）等との組み
合わせを前提とする機能も存在する。
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機器単体からバイタルデータ管理込みの提供へ

家庭での測定記録を健康治療に活用いただくサービス提供
ハードウェア（計測機器）から得られたバイタルデータを活用したサービスに重点

イベント
防止

心電

機器

メディカルリンク
高血圧重症化予防

防止

訪問診療 血糖

重症化予防

ウェルネスリンク

メディカルリンク

睡眠

体組成

血圧患者様
見守り朝晩血圧手帳

睡眠サービス
朝晩ダイエット

ネットヘルスケアプラットフォーム

体組成

歩数

睡眠サ
ウォーキング

健康・予防
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ネットヘルスケアプラットフォーム



機器により測定できるもの

細かい定義は異なるが、概ね４カテゴリーの計測が可能となる

•バイタルの測定

– 血圧・体温・体重・内臓脂肪率等、ある時点における身体の状態

•活動の測定

– 歩数、活動量、運動量、睡眠時間等、一定期間における行動の集計値

•習慣の測定

– 複数回のバイタルや活動データを組み合わせで示される行動パターン等

•環境の測定

– 計測環境温度等計測環境温度等

これに時間情報、集計期間情報が付加される
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２．弊社健康支援サービス
WellnessLINKについて

(ウェルネスリンク)
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WL-BtoC （ウェルネスリンクBtoC）

血圧計 体組成計 歩数計 活動量計

ウェルネスリンク 対応機器

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ計 婦人体温計 ねむり時間計 睡眠計

最新の測定機器から
PC スマホ（携帯）経由で 通信トレイ ※※対応機器でなくても

手入力でご利用いただけます。

スマホ
パソコン

PC、スマホ（携帯）経由で
簡単にデータを送信！

20142014年年44月現在、約月現在、約100100万人が会員として利用。大規模バイタルデータを取り扱う万人が会員として利用。大規模バイタルデータを取り扱う
非常に高いセキュリティを持つプラットフォーム（データベース）非常に高いセキュリティを持つプラットフォーム（データベース）

各種イベント・アドバイス 健康アプリ測定したデータをグラフ化し、これを見ながら自己管理
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データヘルス計画

ICT（情報通信技術）を活用した保健事業の実施

弊社サービスの支援領域
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WL-BtoB （ウェルネスリンクBtoB）活用例

自社デ タ 計 取組み 環とし 活

健診ﾃﾞｰﾀ ﾚｾﾌﾟﾄﾃﾞｰﾀ
■各企業様にて分析（健診データ分析、データ突合）

各企業様別に対象者の選定

自社データヘルス計画取組みの一環としてWL-BtoBを活用

各企業様別に対象者の選定
⇒高いリスクを持つ対象者様（糖尿病、高血圧等）
⇒将来的なリスク発祥予備軍（40歳過ぎるとメタボ等）

【WL-BtoB活用案】 「日々のデータ」を蓄積・管理しつつ、「対象者個別」のアプローチを実施

１ アプロ チに際し 「1日1万歩以上歩く 等いくつかの約束事を用意しておき対象者が選択 対象者の日々の測定１．アプローチに際し、「1日1万歩以上歩く」等いくつかの約束事を用意しておき対象者が選択。対象者の日々の測定
データを管理し、コミュニケーションのきっかけとして活用

２．データを蓄積することで、成功・失敗する人の傾向分析、職種や地域等職場の違いによる傾向分析、複数データ
による相関関係（よく運動史、寝ている人はうつになりにくい等）を見つけ、次の施策へつなげる

保険者管理者様
測定データ管理画面

対象者様

貴社専用

測定データの管理・分析に活用
測定⇒通信

貴社専用
ウェルネスリンク
（健康管理システム）
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データを活用し、目標達成に向けた円滑なコミュニケーション

WL-BtoB （ウェルネスリンクBtoB）と既存システム連携

貴社の既存システム又はポータルサイトなどとWL-BtoBのデータ連携は容易に行えます

お客様既存利用システムお客様既存利用システム
（他社構築含む）（他社構築含む）

お客様既存利用ポータルサイトお客様既存利用ポータルサイト
（他社構築含む）（他社構築含む）（他社構築含む）（他社構築含む） （他社構築含む）（他社構築含む）

XX社様ポータルサイト

貴社対象者様 貴社IDでのシングルサインオン HPリンク

保険者管理者様
測定データ管理画面

対象者様

貴社対象者様
バイタルデータ連携

貴社IDでのシングルサインオン、HPリンク
などの対応が可能です

測定データ管理画面

貴社専用
ウェルネスリンク

測定データの管理・分析に活用
測定⇒通信

データを活用し 目標達成に向けた円滑なコミュニケーション

ウェルネスリンク
（健康管理システム）
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データを活用し、目標達成に向けた円滑なコミュニケーション


